
平成３０年度 鳥取県児童虐待未然防止研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妊娠 SOS 相談対応パッケージ研修（基礎編） 

講 師 （全国妊娠 SOSネットワーク理事） 

佐藤 拓代氏（全妊ネット代表理事、大阪府立病院機構大阪母子医療センター母子保健情報センター顧問、医師） 

松岡 典子氏（MC サポートセンターみっくみえ代表、桜花学園大学保育学部非常勤講師、助産師） 

赤尾 さく美氏（一般社団法人ベアホープ理事、助産師） 

田中 恵子氏（地元講師：母子生活支援施設倉明園 施設長補佐・心理療法担当職員） 

内 容  

・予期しない妊娠に悩む女性への専門的対応と体制作り 

・妊娠 SOS相談の現状と傾向 

・相談者の抱える背景と課題 

・母子生活支援施設の役割と可能性 

・育てられない女性と子どもの福祉 

日 時  平成３０年１２月２１日（金） ９：３０～１７：００（受付９：００～） 

会 場  倉吉体育文化会館大研修室（倉吉市山根５２９－２） 

対象者 妊娠に関する相談従事者（保健師、助産師、養護教諭など） 約１５０名 

受講料 無料 

その他  
・研修当日に使用するガイドブック（2018年８月改訂版）を販売します。（１冊 1,000円） 

（昨年度、第３版を購入されている方は、第３版をご持参いただいても結構です。） 

・遅刻、早退がありませんようご注意ください。終了後は受講証をお渡しします。 

・駐車場は限りがありますので、なるべく乗りあわせでご参加ください。 

・昼食は各自ご準備ください。 

申し込み・お問い合わせ 

 平成３０年１０月３１日（水）までに申込書に記入し、FAX・郵送にて申し込みください。 

 （担当）鳥取県福祉保健部子育て王国推進局 青少年・家庭課 児童養護担当 

     〒６８０－８５７０ 鳥取市東町一丁目２２０番地 

     TEL：０８５７－２６－７６８７ FAX：０８５７－２６－７８６３ 

主催：鳥取県 共催：全国妊娠 SOSネットワーク 助成：日本財団 

  

 虐待による子どもの死亡事例のリスクとして、予期しない妊娠があります。 

 予期しない妊娠の相談対応では、貧困や家庭崩壊による孤立、子どもの養育ができないな

ど、社会福祉や児童福祉制度など幅広い知識や他機関との連携が必要となります。 

 研修会では、予期しない妊娠に悩む方への相談対応のスキル、相談者の抱える背景・課題、

支援に活用できる福祉制度について学びます。 



【送付先】鳥取県福祉保健部子育て王国推進局 青少年・家庭課 児童養護担当 あて 

〒６８０－８５７０ 鳥取市東町一丁目２２０番地 

FAX：０８５７－２６－７８６３ 

【締め切り】平成３０年１０月３１日（水） 

 

 

妊娠 SOS 相談対応パッケージ研修（基礎

編）申込書 
    

               所 属：                 

                  電話番号：                 

                  担当者名：                 

 

 

【参加者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

※個人情報については、研修会のみに使用します 

所 属 職 種 氏 名 

   

   

   

   

   

   


